
クイックインストールガイド



と
インテリジェント配電ユニット 、 、または コン トローラ 又は とも呼ばれるを使用した

をお買い上げいただき、ありがとうございます。 の意図された使用は、コンピュータや通信機器

などの 機器への電力の分配である情報機器機器室に設置された機器ラックに搭載されることが一般的です。

このクイック セットアップ ガイドでは、 のインストール方法と設定方法について説明します。 の使用の詳細に

ついては、アプリケーションからのオンラインヘ ルプへのアクセスをするし、または ウェブサイトのサポートヘ

゚ージから ユーザーガイドをダウンロードしてください。 『 参照 』 このリリ

ースの詳細については、サポートページの最新のリリースノートを ご 参照ください。

注 このガイドでは、特に指定のない限り、 は モデルと モデルの両方を指します。 つの製品モデルの大きな違いにつ

いては、「 」 『 の 固有の機能 参照 』 をご参照く ださい。

安全上のご注意

警告 このガイドのすべてのセクションを読んで理解してから

、本製品を設置または運用してください。 以下の警告に従わ

ないと、感電、火災、けが、死亡の原因となる。この製品

を操作する前に、オンラインヘルプと特にオンラインヘル

プの警告を お読みください。

警告 本製品は、電圧が製品のネームプレートに示されている

範囲内にある 電源に接続してください。ネームプレート

の電圧を超えた状態で本製品を動作させると、感電、火災、

死傷につながるおそれがあります。

警告 本製品は、電圧が製品のネームプレートに示されてい

る範囲内にある 電源に接続してください。ネームプレー

トの電圧を超えた状態で本製品を動作させると、感電、火災

、死傷につながるおそれがあります。

警告 乾燥した場所でご使用ください。

警告 本製品は、保安用接地に接続してください 。製品のフ

゚ラグと壁のコンセントの間には、絶対に「グラウンド

リフトアダプ タ」を使用しないでください。保護接

地に接続しないと、感電、火災、けが、死亡の原因となりま

す。

警告 本製品が、電源コードやプラグの取り付けが必要なモデ

ルである場合、そうした取り付け作業はすべて電気工事士が

行い、製品のネームプレートに記載されている定格および国

や地域の電気工事規定に基づいて、適切な定格のコードやプ

ラグを使用する必要があります。無資格の電気技術者が取り

付けを行った場合や、適切な定格のコードやプラグを使用し

なかった場合は、感電、火災、死傷につながるおそれがあり

ます。

規則

の開梱

には、ゼロ 、 、および の各サイズがあり

ます。以下に、各サイズの製品に付属している機器を示しま

す。コンポーネントのパッケージを開梱します。 部品が不足

している、または破損している場合 は、 テクニカル

サポート に報告するか、製品を購入し

た パートナーにお問い 合わせください。

ゼロ サイズ

 又は

 取り付けネジ、ブラケットおよび またはボタン

 インレットおよび またはアウトレットのケーブル固

定クリップ 一部のモデル のみ

 両端に コネクタ付きの「オプション」ヌルモデムケ

ーブル

注 ー には、 ヌルモデムケーブルの代わりに、

サードパーティ製の アダプターを使用してくだ

さい
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と

 又は

 または ブラケットパックおよびネジ

 インレットのケーブル固定クリップ 一部のモデル

のみ

 両端に コネクタ付きの「オプション」ヌルモデムケ

ーブル

注 ー には、 ヌルモデムケーブルの代わりに、

サードパーティ製の アダプターを使用してくだ

さい

 

規則

始める前に

 インストールサイトを準備 する高い温度や湿度のないき

れいなインストール面積を確保するケーブルとアウト

レットの接続には、デバイスの周りに十分なスペ

ースを確保 してください。安全に関する指示は、

に記載されています。

 にある設備セットアップワークシ

ートに記入してく ださい。 の電源アウトレットに

接続されている各 デバイスの モデル、シリアル

番 号、使用状況を記録します。

規則

の取り付け

取り付け方法の つを使用して、必要に応じて お使いの

をインス トールします。

サーキットブレーカーの向きの制限

通常、 は任意の向きで取り付けることができる

。ただし、回路ブレーカ付きの を取り付ける場合は

、次の規則に従わなけれ ばなりません

 回路ブレーカを下向きにしないでください。たと

えば、天井に回路ブレーカが付いたゼロ

を水平に取り付けないでく ださい。

 ボートや飛行機などの環境でラックに衝撃が加

わると、 を上下逆さまに取 り付けることはできま

せん。上下逆さまに設置すると、ショックストレスによ

りトリップポイントが 減 少します。

注通常、ラインコードが下になる場合は、逆さまに

するとラインコードが上 がっていることという意

味です。

または モデルの取り付け

適切なブラケットと工具を使用して、 または デハ

゙イス をラックまたはキャ ビネットに固定します。

 デバイスを 取り付けるには

 付属のネジを使用して、 の両側にラックマウ

ントブラケットを取 り付けます。

 ケーブルサポートバーをラックマウントブラケ

ットに挿入します。

 付属のエンドキャップのネジで固定します。

 留め具を使用して、ラックマウントブラケットの耳を

ラックに固定します。
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ベースプレートベースツールを使用し て、ゼ
ロ モデルを取り付けます。

以下の つのベースプレートベースのツールのいず

れかを使用して、 をマウ ントできます。 字型ブ

ラケット、ボタンまたはかぎつめ足 ブラケット。

 ベースプレートを使用して モデルを取り

付けるには

 デバイスの背面にベースプレートを合わせます

。

 ベースプレートをデバイスに軽く固定します。 付

属の 型六角レンチを使用して、ベースプレートが軽く

固定されるまで六角穴付きねじを緩めます。

 ブラケットまたはボタンをベースプレートに取

り付けます。

 少なくとも 本のネジ各スロットに 本 を使用し

て、各 ブ ラケットまたは爪 フットブラケット

を各ベースプレートに固定します。

又は

 それぞれの取り付けボタンを各ベースプレー

トにねじ留めします。 ボタンの推奨トルクは

です。

 ベースプレートの ツールを使用して、ラックまたは

キャビネットに デバイスを ねじ留めします。

 ラックのネジを使用して、 ブラケットまたは

のフットブラケ ットをラック にねじ留めし

ます。

 ボタンの場合は、 を前方に押し、取り付けボ

タンを取り付け穴に押し込 み、デバイスを約

センチ下がるようにします。

ボタンを使用してゼロ モデルを 取り付ける。

 の背面パネルを前に向けます。

 背後パネルの つのネジ穴の位置を確認します。

 各ネジ穴にボタンをねじる。 ボタンの推奨トル

クは です。

 を前方から押し、取り付けボタンを取り付け穴に

押し込み、 を少し下がるようにします。

字型ブラケットとボタンを使用して、ゼロ モ
デルを取り付ける。

 の両端に 字型ブラケットを取り付けます。

 をラックに固定するには、次のいずれかの方法を

選択してください。

 各 字型ブラケットの つのラックマウント穴にラ

ックのネジを取り 付けます。

 各 字型ブラケットの背面中央に取り付けボタン

をねじ留めし、両方のボタンを ラックの取り付け

穴に掛けます。 ボタンの推奨トルクは

です。

規則

インレットにケーブルリテンションクリップを取

り付ける（オプション）

お使いの デバイスがケーブル固定クリッフ

゚を使用するように設計 されている場合は、電源コードを

接続する前にクリップを取り付けてくださ い。ケーブ
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ル固定クリップ は、接続された電源コードの緩みや脱落

を防止します。

 インレットのケーブル固定クリップ をインストール

して使用するには

 クリップの両端をインレットに隣接する つの小さな穴

に挿入して、ケーブル固 定クリップを取り付けます

。

 電源コードをインレットに接続し、クリップを押し

てコードを固定 する。

 

規則

ロッキングラインコードの接続

モデルには、ロッキングラインコードが付属し

ています。そのコードを のインレットに差し込み、コ

ードがしっかりとロックされて いることを確認できま

す。

注コードを取り外すには、ロッキングクリップを押す

か、コードのコネクタの両 側にあるスライドボタンを

押します。詳細については、 オンラインヘルプの「ロッ

クラインコードの取り外し」 を参照してください。

規則

を電源に接続する

とその電源の距離は、コードが伸びてしまわないように

、 の電源コードより短くする必要があります。しっかり

接続するために、電源のロック コネクタを使用することをお

勧めします。

 を電源に接続するには

 デバイスのすべてのサーキットブレーカー

が に設定されていること を確認します。そうで

ない場合は、 にしてください。

または、すべてのヒューズが挿入され、正しく装

着されていることを確認して ください。ヒューズカ

バーがある場合は、ヒューズカバーが閉じ

ていることを確認してく ださい。

注すべての デバイスに過電流保護メカニ

ズムが備わっているわけで はありません。

 各 を適切に定格した分岐回路に接続します。適

切な入力定格または定格範囲については、お使いの

に貼付され ているラベルまたはネームプレ

ートを参照してください。

 デバイスの電源がオンになると、しばらくの間

はパワーオン セルフテストとソフトウェアのロードが実

行されます。このとき、アウトレット コンセント の

がさまざまな色に切り替わります。

注 の電源をオンにした後ブザーが鳴った場合は、

そのサーキット ブレーカが作動しているか、ライン 電

力線 と中性線の配線が逆になっています。作動してい

るサーキット ブレーカがない場合は、使用されているプ

ラグ アダプタの配線、またはプラグまたはプラグ アダ

プタが電源ソケットに接続されている方向を確認します

。

 ソフトウェアのロードが完了すると、アウトレット

の が一定の色で表示さ れ、フロントパネルの

表示が点灯します。

注 又は にはアウトレット

がないため、前面パネルの表示だけが点灯

します。

規則

をお使いのネットワークに接続する

は有線または無線ネットワークに接続できます。

 有線接続を構成するには

 標準ネットワークパッチケーブルを の イー

サネットポートに接続 します。

 ケーブルのもう一方の端を お使いの に接続します

。

注 の場合は、いずれのイーサネットポートも

に接続できますが、 をサポートしているため、

「 」というラベルの付いた「グリーン」

のポートを強くお勧めします。 両方のポートを に接

続する場合は、それらを つの「異なる」サブネットに 接

続する必要があります。 が同じサブネット に

接続されているか 、異なるサブネットに接続されてい る

か分からない場合は、 部門に問い合わせてください。

 無線接続を作成するには

 無線 アダプタを に接続します。
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 無線 の構成がお使いの でサポートされて

いることを確認してくださ い。付録 を参照 無線

情報 『 の 付録 無線 情報 参照 』

規則

初期ネットワーク設定

ネットワーク環境によっては、 お使いの の初期設定

の最善の方法 が異なります。

 ネットワーキング環境については、「

」 『 の ブラウザの使用 参照 』を

参照し てください。

 または「静的な」 ネットワーキング環境につ

いては、「付録 接続されたコンピュータを介した構成

」を参照。 『 の 付録 接続されたコンピュータを

介した構成 参照 』

規則

ブラウザの使用

ブラウザを使用した初期構成には、次の つのステ

ップがあります。

手順 アドレスを取得する 『 の 手順 アドレ

スを取得する 参照 』

手順 インターフェイスにログイン する。

『 』

手順 アドレスを取得する

ネットワークに接続すると、お使いの に

アドレス が自動的に割り当てられます。

フロントパネル表示を使用して、 モデルの アト

゙レスを使用できます。

モデルの アドレスは、コマンドラインインター

フェイス を介して 利用できます。

モデル

購入した モデルに応じて、フロントパネルの表示

は次のいずれかの図のようになります。。

又は

 アドレスを取得するには

 または を押すと、「 」が

表示される。

 または を押すと、 デバイス情報

が選べる。そして、 を押します。

 デバイスの アドレスが表示されるまで、

または を押します。

モデル

 を ケーブルまたは ケーブルでコンピュ

ータに接続する 「ステップ をコンピュータに

接続する」を参照。 『 の 手順 をコンピ

ュータに接続する 参照 』

 コンピュータで、適切な ポート設定で通信

プログラムを開く。 ステップ を参照 ポー

ト設定のために 『 の 手順 を使用して

を構成する（任意） 参照 』任意を使用して

を構成しますオプション。

 通信プログラムの キーを押すと、 アドレス

が以下のように画面に表示さ れます。

注 によって割り当てられた アドレスは、 ア

ドレスを通じて取得する こともできる。 管理者に

連絡して支援を受ける。 アドレスを参照してくだ

さい。 『 の アドレス 参照 』

手順 インターフェイスにログイン
する。

は、

などの一般的な ブラウザをサ

ポートします。

 インターフェイスにアクセスするには

 ブラウザを開き、 デバイスの ア

ドレスを入力 する。

 リンクローカルアドレッシングが有効になって

いる場合は、 アドレスの代わ りに と入

力できる。 付録 接続されたコンピュータを介し

た構成」を参照。『 の 付録 接続されたコンピ

ュータを介した構成 参照 』

 表示される可能性のあるセキュリティ警告を受け入れま

す。
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 デフォルトのユーザー資格情報を入力し、 をク

リックします。

 ユーザー名 admin

 パスワード raritan

 パスワードの変更を求めるプロンプトが表示

されたら、変更するか無視してく ださい。

 パスワードを変更するには、新しいパスワート

゙を入力し、 をクリックして ください。

 今回だけ無視するには、「 」をクリックして

ください。

 それを永久に無視するには、「 」を選

択して、「 」をク リックします。

規則

次の作業

 機器を のアウトレットに接続します。

 ブラウザをまだ起動していない場合は起動 し

てください。ステップ を参照 インタ

ーフェイスにログイン する 『 の 手順

インターフェイスにログイン する。 参照 』

 を選択して、 に適切

な日付と時間を設 定するか、または サーバーと同

期させます。 認証を使用するため、 デハ

゙イスの時間が サーバーと 同期している必要

があります。

注 を管理するために の を使用

している場合は、同じ 日付 時間または 設定を持

っている と を構成する必要 があり

ます。

 ネットワーク設定を変更するには、

を選択する。

ヒントリリース では、有線および無線の両方

のネットワークを有効にして、有線 および無線の両方

の アドレスを使用して にアクセスできる

よう にすることができます。

 は、すべてのアウトレットがオンの状態で

出荷されます。。 お使いのモデルがアウトレットス

イッチ可能な場合は、デバイスを接続しない アウト

レットを にしてください。

 左側のメニューを使用して、ユーザープロファイル

、権限、セキュリティ、 ア ウトレットのしきい値、ま

たはネットワークを設定します。。

注詳細な手順については、 または オンラインヘルフ

゚またはユーザーガイド を参照してください。

規則

付録 接続されたコンピュータを介した構成

設定にコマンドラインインターフェイス を使用するに

は、 または 接続を確立する必要があります。。

設定に ブラウザを使用するには、コンピュータをネ

ットワークに接続してください。 は、 を使用

できないネットワーク上で、次のリンクローカ ルアド

レスが自動的に設定されます。

 

 

手順 をコンピュータに接続する

次のいずれかの接続をコンピュータに確立します。

 の シリアル接続

 ヌルモデム ケーブルの一方の端を 、 上

の と表示されたオス ホ

゚ートに接続します。

 もう一方の端をコンピュータの ポート

に接続します。

 ステップ を実行する を使用して を構成

する 任意 。 『 の 手順 を使用して を

構成する（任意） 参照 』

 の「 」 コネクタのシリアル接続

サードパーティの メスのアダプタ ケーブルへの

（ブルーの アダプタケーブルなど）が必要で

あることを除いて、 のシリアル接続手順は、上

記と同じです。これは、 の ポー

トがメス コネクタのためです。。

 接続

 には、 のドライバが必要

です。 ケーブルを接続する前に このドライハ

゙をインストールしてください。

を参照する 任意 『 の

ドライバのインストール（任意） 参照 』

 デバイスの ポートとコンピュー

タの ポートを接続します。

 ステップ を実行する を使用して を構成

する 任意 。 『 の 手順 を使用して を

構成する（任意） 参照 』

 直接ネットワーク接続

この接続が正しく機能するには、イーサネットポートを有効

にする必要があります。デフォルトとして、イーサネットポ

ートは有効です。

 標準ネットワークパッチケーブルの一方の端を

のイーサネットポートに接続します。

 の場合、いずれのイーサネットポートでも使用可

能です。
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 もう一方の端をコンピュータのイーサネットポートに接

続します。

 接続されたコンピュータで、リンクローカルアドレス指

定を使用して にアクセスするために ブラウ

ザを起動する。 または

を参考する。 『 の ブラウザ

の使用 参照 』この接続に を使用することはできま

せん。

注コンピュータの無線インターフェイスが無効になっている

ことを確認します。

手順 を使用して を構成する（任意）

または 接続でのみ次の操作を実行します。

 を使用して を構成するには

 に接続されているコンピュータで、

または などの通信プログラムを開き

ます。。

 適切な ポートを選択し、ポートを次の様に設定しま

す。

 ビット／秒

 データ ビット

 ストップ ビット

 パリティ なし

 フロー制御 なし

ヒント 接続の場合は、

を選択して、ポートグルー

プの下に を見つけて

ポートを特定できます。

 通信プログラムで キーを押して、 に改行を

送信します。

 はログインを促す。ユーザー名とパスワードは大

文字と小文字が区別されます。

 ユーザー名 admin

 パスワード raritan （変更した場合は新しいパ

スワード）。

 デフォルトのパスワードを変更するかどうかを確認する

メッセージが表示されたら、変更するか無視してくださ

い。

 変更するには、画面の指示に従って新しいパスワード

を入力します。

 それを無視するには、単に を押します。

 ＃プロンプトが表示されます。

 「config」と入力して、 キーを押します。

 ネットワーク設定を構成するには、適切なコマンドを入

力して を押します。以下のコマンドリストを参照し

てください。 コマンドは大文字と小文字を区別しま

す。

 ネットワーク設定が完了したら、 apply 入力して変更

を保存します。中止するには、次のように入力します

cancel

 有線ネットワーキングのコマンド

次のコマンドの 変数は、設定する プロトコルのタ

イプに応じて、 または のいずれかです。

と の場合は、変数 を と置き換えて

ください。 の場合、構成しているイーサネットポー

トに応じて、変数 を または に置き換

えてください。

 一般 設定

設定または有

効にするには

このコマンドを利用する

または

プロトコル

network <ipvX> interface <ETH> 

enabled <option>
 

構成方法 network ipv4 interface <ETH> 

configMethod <mode>
 

構成方法 network ipv6 interface <ETH> 

configMethod <mode>
 

network <ipvX> interface <ETH> 

preferredHostName <name>
 

サーバーか

ら返された ア

ドレス

network dns resolverPreference 

<resolver>

 静的 構成

設定するには このコマンドを利用する

静的 または

アドレス

network <ipvX> interface <ETH> 

address <ip address>
 

例

静的 または

ゲートウェ

イ

network <ipvX> gateway <ip address>
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設定するには このコマンドを利用する

または

プライマリ

サーバー

network dns firstServer <ip 

address>
 

または

のセカンダリ

サーバー

network dns secondServer <ip 

address>
 

または

の 番目の

サーバー

network dns thirdServer <ip 

address>
 

 無線ネットワーキングのコマンド

 一般無線設定

設定または有

効にするには

このコマンドを利用する

無線インターフ

ェイス

ネットワーク無線有効<option>

network wireless SSID <ssid>
 

network wireless BSSID <bssid>
 

network wireless enableHT <option>

認証方法 network wireless authMethod 

<method>
 

または

network wireless PSK <psk>
 

外部認証 network wireless 

eapOuterAuthentication 

<outer_auth>
 

内部認証 network wireless 

eapInnerAuthentication 

<inner_auth>
 

アイデンテ

ィティー

network wireless eapIdentity 

<identity>
 

認証のお使いのユーザー名

設定または有

効にするには

このコマンドを利用する

パスワー

ド

network wireless eapPassword
 

認証のパスワードを入力するように求

められたら、パスワードを入力する。

証明書 network wireless eapCACertificate
 

証明書の入力を求められたら、テキス

トエディタで証明書を開き、内容をコピー

して通信プログラムに貼り付ける。

証明書からコピーされる内容には、「

」の最初の行と「 」の最終の行は含みませ

ん。証明書がインストールされている場合は、次のように設

定します

〜するかどう

か

このコマンドを利用する

証明書を確認

する

network wireless 

enableCertVerification <option1>

期限切れの証

明書または有

効でない証明

書を受け入れ

る

network wireless 

allowOffTimeRangeCerts <option2>

「間違った」シ

ステム時間を

無視して接続

を成功させる

network wireless 

allowConnectionWithIncorrectClock 

<option3>

 無線 設定

無線 設定のコマンドは、有線ネットワーキングのコマンド

と同じです。変数 を「 」という単語に置き換え

てください。以下にいくつかの例を示します。

設定または有

効にするには

このコマンドを利用する

構成方法 network ipv4 interface WIRELESS 

configMethod <mode>
 

構成方法 network ipv6 interface WIRELESS 

configMethod <mode>
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 ネットワーク設定を確認するには

上記の設定モードを終了し、＃プロンプトが再び表示された

ら、このコマンドを入力してすべてのネットワーク設定を確

認します。

 show network

規則

付録 無線 情報

無線 アダプター

は、次の アダプタをサポートしてい

ます。

アダプタ

注 または 無線 ア

ダプタを使用して 無線ネットワークに接続するには

、ハンドシェイクタイムアウト設定を 以上に変更する必

要があります。そうしないと、無線接続が失敗します。

無線 アダプターの接続

無線 アダプタは、 または に添付された ハ

ブに接続できます。

 無線接続を構成するには

次のいずれかを実行します。

 サポートされている 無線 アダプターをお使い

の の  ポートに差し込みます。

 ハブを の ポートに接続します。次

に、サポートされている 無線 アダプタをハブ

の適切な ポートに接続します。

サポートされている無線 の構成

無線ネットワークを使用する場合は、 の無線 設

定がアクセスポイントと一致していることを確認してくださ

い。以下は、 がサポートする無線 の構成です。

 ネットワークのタイプ

 プロトコル

 キー管理

 暗号化

重要 サポートされている ネットワークプロトコルは、

で使用されている無線 アダプタによって異なり

ます。「 」を参照してください。

『 の 無線 アダプター 参照 』「 無線 ア

ダプター」を参照。（

規則

付録 他の情報

ドライバのインストール（任意）

は、 接続を介して シリアルコンバーターを

使用できます。。 オペレーティングシ

ステムでは、「 」という名前の

ドライバが必要です。

サイトのサポートページから シリアルコン

ソールの ドライバをダウンロードします。 『

参照 』ダウンロードしたド

ライバの名前は です（

はファイルのバージョン番号を表す）

このドライバをインストールするには、自動インストールと

手動インストールの つの方法があります。自動ドライバー

のインストールを強くお勧めします。

 での自動ドライバのインストール

 が ケーブルでコンピュータに接続されてい

ないことを確認します。

 コンピュータで を実行し

、オンラインの指示に従ってドライバのインストールを

します。

注 のセキュリティの警告 が表示された場合は

、それを受け入れてインストールを続けます。

 を ケーブルでコンピュータに接続する。ド

ライバは自動的にインストールされます。

注手動インストールは、自動インストールが失敗した場合に

のみ必要です。手動インストールの手順については、オンラ

インヘルプの「 ドライバのインストール（任意

）」を参照してください。

 の場合

追加のドライバは必要ありませんが、 をコンピュー

タに接続した後、 の出力にある デバイスの名前

を指定する必要があります。通常、 デバイスは

＃ または ＃ です。ここで、＃は整数

です。

たとえば、 端末プログラムを使用していて、 デバイ

スが の場合は、次のコマンドを実行してく

ださい

http://www.raritan.com/support/
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アドレス

にラベルが貼られ、シリアル番号と アドレスの

両方が表示されます。

必要に応じて、一般的に使用されているネットワークツール

を使用して、 アドレスから アドレスを見つけることが

できます。 管理者に連絡して支援を受けます。

フィールド交換可能コントローラ

モデルのコントローラは、故障した場合に交換可能です

。交換用コントローラが必要な場合は、 テクニカルサ

ポートにお問い合わせください。

取り外し方法の詳細については、 オンラインヘルプの「

」を参照してください。

固有の機能

コントローラを搭載した は、次の重要な機能をサポ

ートしています。これは非 モデルではサポートされて

いません。

 つのイーサネットポート（ ）によるデュアル

ネットワークイーサネットポートの つとも「異なる」サ

ブネットに接続する必要があります。同じサブネットへ

の接続は推奨しません。

 ポートを介した電力の共有電力の共有は、イ

ンレットに停電が発生したときに、 コントローラへの

連続アクセスできることを保証します。

デュアルイーサネットと電源共有機能の詳細については、

オンラインヘルプまたはユーザーガイドを参照してくだ

さい。 のポート位置は、次の図とは異なる場合がありま

す。

規則
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